
酒井健太朗著 『アリストテレスの知識論 ――『分析論

後書』の統一的解釈の試み』 合評会  

 

 

 

日時：2020年 12月 27日（日）14 時～16時 40分 

     GoogleMeet を用いてオンラインで実施 

 

自著紹介：酒井健太朗（環太平洋大学） 

評者：千葉惠（北海道大学） 

     篠澤和久（東北大学） 

     文景楠（東北学院大学） 

司会：荻原理（東北大学） 

 

 

＊参加を希望する方は、以下のアドレスまでお知らせください。後日、当日のリン

ク・発表資料をお知らせします。 

satoshi.ogihara.e7＊tohoku.ac.jp（＊を@に変換してください） 

 

 

この合評会は、科研費基盤研究（C）「プラトンによる魂の原的把握についての問答

法的・国際的研究」（研究代表者：荻原理）の主催によるものです。 

 

 

 


